
「
長

崎
高

教
組

の
仲

間
と

交
流

し
、

長
崎
高
教
組
は
昨
年
度

の
目
標
達
成
を
め
ざ
し
、「
全

沖
縄

「
組
織
建
設

か
年
計
画
」

教
・
ゆ
い
ま
ー
る
」
を

年

を
楽

3

2

を
策
定
し
、
組
織
の
拡
大
、

目
の
と
り
く
み
の
主
要
な
柱

し
み
、
学
ぶ
」
こ
と
を
目
的

強
化
を
め
ざ
し
、
一
年
間
さ

と
位
置
づ
け
、
集
会
成
功
の

に
、「
全
教
・
ゆ
い
ま
ー
る
」

ま
ざ
ま
な
と
り
く
み
を
行
っ

と
り
く
み
を
通
じ
て
、
組
織

に
参
加
し
、
全
国
の
青
年
教

て
き
ま
し
た
。

桁
加
入
、

の
拡
大
・
強
化
を
め
ざ
し
て

職
員
と
交
流
を
行
い
、
沖
縄

2

青
年
教
職
員
の
加
入
、
青
年

い
ま
す
。

に
学
び
、
教
育
、
憲
法
、
日

部
学
習
交
流
集
会
の
開
催
な

そ
れ
を
受
け
て
、
長
崎
高

本
の
こ
と
を
主
体
的
に
考
え

ど
一
定
の
前
進
が
見
ら
れ
る

教
組
も
「
全
教
・
ゆ
い
ま
ー

る
契
機
と
し
ま
す
。

一
方
、
課
題
も
明
ら
か
に
な

る
」
に
積
極
的
に
参
加
す
る

長
崎
高
教
組
か
ら
青
年
教

っ
て
き
て
い
ま
す
。

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
崎

職
員
を
中
心
に

人
の
参
加

10

「

か
年
計
画
」

年
目

独
自
で
「
長
崎
高
教
組
・
ゆ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦

3

2

の
と
り
く
み
に
つ
い
て

月

い
ま
ー
る
」
を
計
画
、
実
施

で
の
参
加
や
家
族
で
の
参
加

4

日
の
全
県
分
会
長
・
支
部

し
、
組
織
の
拡
大
・
強
化
に

に
も
対
応
し
ま
す
。

2代
表
者
会
議
で
提
案
し
、
総

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
青
年

参
加
費
用
は
、
本
部
の
予

特
発

号
で
「
ス
タ
ー
ト
ダ

教
職
員
を
中
心
に
実
行
委
員

算
、
全
教
か
ら
の
補
助
、
全

2

ッ
シ
ュ
春
の
陣
Ⅰ
（

～

会
を
組
織
し
、
青
年
の
感
覚

教
共
済
か
ら
の
補
助
、
支
部

4

5

月
）
」
の
と
り
く
み
を
お
願

で
の
沖
縄
で
の
学
び
、
沖
縄

や
分
会
か
ら
の
補
助
な
ど
を

い
し
ま
し
た
。

で
の
楽
し
み
を
模
索
し
ま

考
え
て
い
ま
す
が
、
飲
食
費

こ
の
「

か
年
計
画
」
は
、

す
。
日
時
は
、
「
全
教
大
集

に
つ
い
て
一
部
参
加
者
に
負

3

上
部
組
織
で
あ
る
全
教
（
全

会
」
の
前
後
に
最
低

泊

担
し
て
も
ら
う
こ
と
も
視
野

1

2

日
本
教
職
員
組
合
）
「

か

日
で
設
定
し
ま
す
。早
急
に
、

に
入
れ
て
い
ま
す
。
実
行
委

3

年
計
画
」
の
と
り
く
み
と
連

若
い
先
生
方
の
意
見
を
聞
い

員
会
で
最
終
的
に
決
め
る
こ

携
し
て
い
ま
す
。

て
、
日
時
と
内
容
を
決
定
し

と
に
な
り
ま
す
。

全
教
「
未
来
を
ひ
ら
く

ま
す
。

宿
泊
、県
独
自
の
企
画
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
長
崎
高
教
組
・
ゆ
い
ま
ー

若
い
感
性
で
決
め
て
い
き
ま

ゆ
い
ま
～
る

る
」

す
。

－

見
て
、
聞
い
て
、

実
行
委
員
会
を
開
き
、
同

「
沖
縄
を
学
ぶ
」
「
沖
縄

学
ん
で
、

時
に
若
い
先
生
方
の
意
見
を

に
学
ぶ
」
学
習
会
を
、
夏
や

つ
な
が
ろ
う－

聞
い
て
、
日
程
、
内
容
を
決

秋
に
計
画
し
ま
す
。
『
標
的

（
「
全
教
・
ゆ
い
ま
ー
る
」
）

定
し
て
い
き
ま
す
が
、
確
認

の
村
』
や
『
沖
縄
う
り
ず
ん

全
教
は
「

か
年
計
画
」

事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

の
雨
』
、
ア
ニ
メ
『
対
馬
丸

3

さ
よ
な
ら
沖
縄
』
な
ど
、
沖

縄
の
歴
史
や
沖
縄
の
現
状
、

沖
縄
の
人
情
な
ど
を
扱
っ
た

映
画
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
学
習
会
で
見
る
の
も
、

大
い
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
今
年
の

月
は
「
沖
縄
に
行
こ
う
よ
」

12（
福
山
雅
治
の
「
家
族
に
な

ろ
う
よ
」
風
に
）
、
が
合
い

言
葉
で
す
。

長
崎
県
の
各
地
で
、
働
く

も
の
の
祭
典
「
メ
ー
デ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
日
曜
日
開
催

で
す
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
、

ご
家
族
で
参
加
す
る
の
も
楽

し
い
ひ
と
と
き
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

高
教
組
が
、
メ
ー
デ
ー
の

中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
て

い
る
市
も
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
役
員
の
方
々
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と

し
て
、
平

和
、
民
主

主
義
を
守

る
た
め
奮

闘
さ
れ
る

こ
と
を
願

っ
て
い
ま

す
。
平
和

が
全
て
の

前
提
で
す
。

第87回メーデー
5月1日(日) 9時55分～
長崎市公会堂前広場

働くものの団結で生活と権利を守り、

平和と民主主義、中立の日本をめざそう

【長崎市以外の日時と会場】

佐世保市

1日 15時～

島瀬公園

諫早市

1日 15時～

小栗公民館

大村市

1日 13時30分～

コミュニティセンター

五島市

4月30日 11時～

五島市文化会館前

※都合のいい会場で、ご参加く

ださい。

な
が
さ
き
９
条
フ
ェ
ス
タ

５
月
３
日

時

分
～

13

30

長
崎
市
公
会
堂
前
広
場

月

日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。
今

5

3

年
は
、
日
本
国
憲
法
公
布

周
年
で
す

70

（

月

日
文
化
の
日
が
公
布
日
）。

11

3

日
本
国
憲
法
の
前
文
、
第

条
の
平

9

和
主
義
に
よ
り
、
戦
後

年
間
戦
争
を

70

し
た
こ
と
も
な
く
、
一
人
の
戦
死
者
も

出
さ
な
か
っ
た
日
本
は
世
界
中
か
ら
尊

敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
安
保
法
（
戦
争
法
）
」
が

成
立
し
、
施
行
さ
れ
た
今
、
日
本
の
未

来
は
、
予
測
不
可
能
な
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

月

日
の
憲
法
記
念
日
は
、
日
本

5

3

国
憲
法
の
施
行
を
記
念
す
る
日
で
す
が
、

あ
ら
た
め
て
、
日
本
国
憲
法
が
日
本
の

平
和
、
日
本
の
安
定
、
日
本
の
発
展
に

果
た
し
て
き
た
役
割
を
再
確
認
す
る
日

で
も
あ
り
ま
す
。

条
フ
ェ
ス
タ
に
一

9

人
で
も
多
く
つ
ど
い
、
平
和
憲
法
の
大

切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

「沖縄に行こうよ」
－見て、聞いて、学んで、つながろうー

沖縄を楽しみ、沖縄を学び、沖縄を通して、
日本、憲法、そして教育を考えよう

ホテルは那覇から1時間程度、フ

ィールドワークは北から南まで
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【
分
会
か
ら
】

有
権
者
で
あ
る
高
校
生
や
中

【
新
聞
の
投
稿
か
ら
】

高
齢
社
会
に
、
世
界
の
ど
の

高
齢
の
母
親
を
案
じ

先
日
、
あ
る
支
部
の
分
会

学
生
も
一
人
で
も
多
く
署
名
を

新
聞
の
文
芸
欄
に
、
読
者

国
よ
り
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

る
優
し
い
作
者
で
す
が
、

長
会
に
本
部
と
し
て
出
席

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

が
投
稿
し
た
短
歌
の
優
秀
作

突
入
し
ま
し
た
。
現
在
、
超

戦
後
の
日
本
社
会
の
ひ

し
、
「
戦
争
法
」
を
廃
案
に

て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
、

を
紹
介
す
る
「
歌
壇
」
に
、

高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
る

ず
み
が
、
こ
の
短
歌
の

追
い
込
む
た
め
、
２
０
０
０

こ
の
「
戦
争
法
」
と
直
接
関

組
合
員
の
名
前
を
見
つ
け
ま

の
は
、
奇
し
く
も
第
二
次
大

中
に
表
さ
れ
て
い
る
と

万
署
名
に
つ
い
て
追
加
の
署

わ
っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
。

し
た
。
正
確
に
言
う
と
、
非

戦
の
枢
軸
国
の
日
本
、
ド
イ

感
じ
ま
す
。
豊
か
さ
と

名
の
と
り
く
み
を
お
願
い
し

な
お
、
分
会
長
会
の
会
場

常
勤
の
先
生
か
ら
教
え
て
も

ツ
、
イ
タ
リ
ア
で
す
。
高
齢

引
き
替
え
に
失
っ
た
も

ま
し
た
。
す
る
と
、
分
会
長

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

人
の
署

ら
い
ま
し
た
。

化
社
会
か
ら
超
高
齢
社
会
ま

の
が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。

5

の
一
人
が
、
「
校
門
前
で
、

名
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

高
齢
の
母
を
残
し
て

で
日
本
は

年
で
突
入
し
ま

※

歳
以
上
の
老
年
人

50

65

生
徒
た
ち
に
署
名
を
さ
せ
た

一
筆
一
筆
の
積
み
重
ね
が
、

仕
事
場
へ

し
た
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア

口
が
総
人
口
に
占
め
る

い
」
と
ち
か
ら
強
く
宣
言
し

目
標
達
成

何
も
で
き
な
い

は
少
な
く
と
も

年
か
ら

割
合
が
高
齢
化
率
。

70

80

7

ま
し
た
。
こ
の
署
名
は
、
教

に
つ
な
が

我
力
な
し

年
以
上
か
か
っ
て
高
齢
化
社

％
を
超
え
た
ら
高
齢
化

職
員
本
人
だ
け
で
な
く
、
家

り
ま
す
。

雲
仙

○
○
○
○

会
→
高
齢
社
会
→
超
高
齢
社

社
会
、

％
超
え
た
ら

14

族
の
署
名
、
地
域
で
の
署
名

現
状
に
危

と
あ
り
ま
し
た
。

会
と
変
わ
っ
て
き
て
、
そ
の

高
齢
社
会
、

％
を
超

21

を
集
め
て
も
ら
い
た
い
と
考

機
感
を
持

日
本
は
、
高
齢
化
社
会
か

間
に
対
応
策
が
取
ら
れ
て
き

え
た
ら
超
高
齢
社
会
。

え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

つ
人
は
い

ら
高
齢
社
会
を
通
り
越
し

た
の
で
す
が
、
日
本
は
そ
れ

昨
年
の
日
本
の
高
齢
化

大
人
だ
け
で
な
く
、
未
来
の

ま
す
。

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
超

が
上
手
く
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。
率
は
約

･

％
で
す
。

26

7

アンケート結果（県立学校教職員分）の抜粋 ※いずれも回答の多かった上位３項目

Ｑ育児休業を取得しなかった理由（男性の回答） ※11の選択肢から複数選択

自分以外に育児をする人がいたため ５８．６％

職場に迷惑をかけるため ３８．０％

業務が繁忙であったため ２９．０％

Ｑ女性の管理職の比率が低い理由（女性の回答） ※８つの選択肢から複数選択

時間外勤務が多く、家庭（家事･育児･介護）との両立が難しいから

７２．４％

男性の積極的な家事･育児･介護への参加が進んでいないことによる

女性への負担が、仕事との両立を妨げているから ４７．１％

女性自身が管理職への登用を望んでいないから ４０．７％

Ｑ時間外勤務を減らすために最も効果的と思われる方法（男女の合計）

※７つの選択肢から１つだけ選択

事務の簡素化･合理化 ３７．０％

時間外勤務を減らす、職場全体の雰囲気づくり ２１．３％

弾力的な人員配置 １６．６％

※｢教職員の増員｣や｢業務の削減｣は選択肢の中にはない

長
時
間
勤
務
是
正
の
た
め
の

具
体
的
な
と
り
く
み
を
求
め
よ
う

－
県
教
委
が
女
性
活
躍
と
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
の｢

行
動
計
画｣

を
策
定－

県
教
委
は
今
月
、｢

女
性
活
躍
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推
進
の
た
め
に｣
と
い
う
副
題
を
つ
け
た
特
定
事
業
主
行
動

計
画(

以
下｢

行
動
計
画｣

)

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の｢

行
動
計

画｣

は
、｢

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法｣(

２
０
０
３
年
制
定)

と｢

女
性
活
躍
推
進
法｣

(
２
０
１
５
年
制
定)

に
よ
っ
て
、
雇
用

主
に
義
務
づ
け
ら
れ
も
の
で
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援

す
る
こ
と
と
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
策
定
さ
れ
た｢

行
動
計
画｣

は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
２
０
年
度
ま
で
の
５
年
計
画
で
す
。

昨
年

月
実
施
の
ア
ン
ケ

12

ー
ト
の
回
答
率
は

％
83

こ
の｢

行
動
計
画｣

の
策
定
の

参
考
に
す
る
た
め
に
、
昨
年
12

月
に
は
県
立
学
校
の
正
規
職
員

全
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

高
教
組
は
、
学
校
現
場
の
実
態

に
応
じ
た｢

行
動
計
画｣

を
策
定

さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く

の
教
職
員
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
が

集
約
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
、
速
報
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
回
答
率
は

％
に

83

の
ぼ
っ
た
こ
と
を
県
教
委
が
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
結
果
の
一

部
は
別
掲
で
示
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
で
も
、
女
性
の
回
答
で
、

｢

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
た(

見
た)

こ
と
が
あ
る｣

が

･

％
、｢

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ

12

4

ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た(

見
た)

と

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る｣

が

･

％
と
い
う
、
重
要
な
デ

12

8

ー
タ
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
県
教
委
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

｢

年
休
の
年
間
取
得
日
数

日｣

等

15

５
項
目
の
数
値
目
標
を
設
定

策
定
さ
れ
た｢

行
動
計
画｣

は
、
具
体
的
な
内

容
と
し
て
、｢

女
性
教
職
員
の
活
躍
推
進｣

｢

家
庭

と
仕
事
の
両
立

支
援｣

｢

家
事
、

育
児
や
介
護
を

し
な
が
ら
活
躍

で
き
る
職
場
環

境
の
整
備｣

な

ど
に
分
け
て
、

と
り
く
み
の
方

針
を
列
挙
す
る

と
と
も
に
、
２

０
２
０
年
度
に

達
成
す
べ
き
数

値
目
標
に
つ
い

て
、｢

年
休
の

年
間
取
得
日
数

日｣

な
ど
５

15項
目
を
設
定
し

て
い
ま
す(

数

値
目
標
の
詳
細

は
下
記)

。｢

年

休
の
年
間
取
得

日
数

日｣

と

15

い
う
数
値
目
標

は
、
２
０
１
０

～
１
５
年
度
の

｢

行
動
計
画
」

県教委の｢特定事業主行動計画｣で設定されている数値目標

項 目 現 状 目標(2020)
管理職に占める女性の割合 8.9％(2015) １６％

年休の年間取得日数 10.7日(2014) １５日

超勤が月100時間を超える教職員の割合 10.1％(2014) ０％

男性の育児休業取得率 1.8％(2014) １３％

配偶者出産休暇及び 72.3％(2014) １００％
育児参加のための休暇の取得率

で
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

年
度
の

日

12

12

が
最
高
で
、
未
達
成
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の｢

行
動
計
画｣

も
看
板
だ
け
に
終
わ
ら
な
い
よ

う
、
実
効
あ
る
と
り
く
み
を
求
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
教
委
折
衝
で
高
教
組
が
意
見
表
明

高
教
組
は
、
昨
年

月
か
ら
、｢

行
動
計
画｣

の

7

策
定
に
際
し
て
は
、
高
教
組
の
意
見
を
聞
く
場
を

設
け
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

県
教
委
内
部
の
策
定
作
業
の
遅
れ
で
、｢

行
動
計

画｣

の
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
た
の
は

月
上

4

旬
と
な
り
、

月

日
に
県
教
委
折
衝
を
行
い
ま

4

14

し
た
。

折
衝
に
お
い
て
高
教
組
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
見
て
も
、
女
性
の
活
躍
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
推
進
の
た
め
の
最
大
の
課
題
は
長
時
間
労
働

の
是
正
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
対
策
と
し

て
は｢

業
務
の
削
減｣

に
つ
な
が
る
と
り
く
み
を
求

め
る
声
が
最
も
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、｢

行
動

計
画｣

で
は｢

業
務
の
削
減｣

の
た
め
の
と
り
く
み

を
す
す
め
る
こ
と
を
も
っ
と
強
調
す
べ
き
だ
と
主

張
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
へ
の
対
応
な
ど
の
具
体
的
な
と
り
く
み
に
つ

い
て
も
、
現
場
の
教
職
員
の
要
求
に
応
え
る
こ
と

の
で
き
る
実
効
あ
る
措

置
を
求
め
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
県
教
委
は
、

｢

今
後
、
と
り
く
み
を
す

す
め
る
際
に
考
慮
し
た

い｣

と
回
答
し
ま
し
た
。

｢ネットde教採学習会｣のご案内
すでに、各職場で、長崎県の教員採用試験

を受験を希望している臨採や非常勤講師(時間

講師)の方々に、案内チラシを

使って紹介していることと思い

ますが、あらためて、教採学習

会の案内をします。

採用試験の学習は、個人で行

う部分とアドバイスを受けた方

が効果がある部分があります。

長崎高教組は、過去の経験から、受験生と共

に考える形の学習会を行います。

まず、願書でほぼ例年課される志願理由書

ともいうべき、「自己ＰＲ、求める教師像に対

する適性」(400字以内)の作成を通じて、本人

の適性や長所などを一緒に考えていきます。

コンパクトに、分かりやすく書くことはもち

ろんですが、それとともに、なぜ教職をめざ

すのか、どのような教員になろうとしている

のか、教員になって何を実現するのかを一人

ひとりの状況に合わせて考

えてもらうよう、ネットを

通してアドバイスします。

各職場で、臨採や非常勤

講師の先生に声をかけてく

ださい。

(2) 第1609号 2016年4月15日(金) 長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行


